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6— 1 ヒータ8¢ベンチレーシヨン

国仕様

ヒータ

嘀

暖房方式
暖房性能

(べ。推）

ブロア消費電力

㈤
最大風量 ブロア型式.

|

ヒータコア寸法
フアン寸法

車種

フロントヒータ
温水式エアミックス

2,400 140 140
十

円筒モータ

151X140X35 120 ^寒冷地

2,400 140 150 151X140X25 120 温暖地

2,300 110 140 151X140X25 120 トラック

リヤヒータ 1，700 40 96 フ；リントモータ 124X120X30 95 トライ

國部品構成図

1 ---- ^』
1

ノ

インテークシヤツタボックス

闩2」 56-170

リヤヒータグリル（吸込み）

F\^2

リヤヒータグリル（吹出し）

5 6-089
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ヒータ压ベンチレーシヨン ヒータコントロール八55丫，インテークシヤッタボックス

整備要領1)ヒータコントロール八55 丫

脱着

ベ取外し〉

(1)ラジオパネルおよびラジオを外す

闩2.3

(2) ノブ（ヒータコントロール）を外す

3 7-302

(3)ケーブルをインテークダクトおよびヒータユニ 

卜から外す

ヅ

コントロール 
ケーブル

ド！2,4

⑷ヒータコントロール八35丫を取外す 

N4タッピングスクリュ（3ヶ所〉

36-171

く取付け〉
取外しの逆の作業を行なう

2)インテークシヤッタボックス

脱着

く取外し〉

(1) インテークダクトを外す

(2) インテークケーブルをクランプから外す

⑶シャツタボックス取付けの]VI 6ボルト（ 4本）を外

す

^2.5 5 0-152
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ヒータ妆ベンチレーシヨン--------フロントヒータユニット

(3)フロントヒータユニット

脱着

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す 

⑵冷却液を抜く

⑶インストルメントパネルを外す

(4) インパネアンダートレイおよびヒーターホースカ 

バーを外す

(5) インテークシャッタボックス公インテークダクト 

を外す

(6) ヒータコントロールケーブルを外す 

⑺ブロアモータの結線を外す

(8)ヒータユニットよりインレット，アウトレットの

ホースを外す

⑼ヒータュニット取付け(N6ナット2ケ，ボルト1

本)部を外し，本体を外す

く取付け〉
取外しの逆手順で行う

^ホースはインレット側，アウトレット側を間違えな 

いようにバンドを確実に取付ける 

，冷却システムのエア抜きを完全に行う 

参ケーブルの接続を確実に行い，操作に支障のないこ 

とを確認する

，インテークダクトの取り付けはまず上下のボルトで 

仮止めし，シャッタボックス取付後本締めのこと

取付ボル フロントヒータ

ド也6 3 6-087
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ヒータみベンチレーシヨン--------フロントヒータユニット

ヒータコア
八35 丫

^2-7 5 6-150

く注記〉
ケース取付け時は，合せ面に隙間がないことを確認のこと

153



ヒータ8？ベンチレーシヨン--------リヤヒータユニット

(4)リヤヒータユニット

-------- 脱着----------------------------------------

く取外し〉

(1) バッテリ㊀端子を取外す

(2) 冷却液を抜く

(3) グリル（リヤヒータ）を取外す 

(1^14ス12タツピングスクリュ8本)

⑷リヤヒータ取付部のフランジスクリユ]VI 5 (4ヶ 

所)および助手席シートを持ち上げてフランジボル 

卜（1ケ所)を取外す

⑸リフトアップしリヤヒータ取付部ホース（インレ 

ット，アウトレット）をヒータ側で外す 

⑹ハーネスコネクタを取外す

クーラント液が流れるので皿等で受けること

⑺フイラーパイプ部およびスプラッシュボードを取 

外す

⑻リヤヒータをむりなく引き出す

F12.11 56-151

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

注意

バッテリーケーブルのクリップを確実に組み付ける 

こと
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ヒータめベンチレーシヨン------- リヤヒータユニット，リヤヒータスイッチ

—分解.組立---------------

⑴ケースを分離する 

⑵モータ八33丫を取り外す 

⑶ヒータコアを取外す

ド12.12

(5)リヤヒータスイッチ
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6—2
準備品

マニアルエアコン

計
ケーシマニホ——ノレド 冷媒の充てん、抜き

真空ポンプ 冷房サイクル内の空気残留をなくすため真空抜き
ハロゲンリークデテクタ 冷媒漏れ検出

器 ベルトテンシヨンケージ コンプレッサ公オルタネータベルトのわたみ量の測定

国仕様

項^'^'''''へ… デーゼル機器㈱製 カルソニック㈣製 備 考

エアコン形式 セミ、エアミックス セミ、エアミツクス

コンプレッサ
冷房能力(113) (^1/11) 3100 3100

風 量 （爪2/ヒ） 300 300

冷 媒’ （封入量2) フロン尺-12 (500±50) フロン尺1 2 (550±50)

コンプレッサ

形 式 ベーンロータリ型（5枚べーン） ベーンロータリ型（ 5枚べーン） デーゼル機器製
0X7-111)容 量 （〇〇/マ㊀ヮ） 110 96

許容回転数 （印以） 7000 7000 カルソニック製
0尺-10潤滑油（封入量〇〇) 0-220徽(170) 1)11450〇又(150)

マグネット

クラッチ

形 式 乾式単板 乾式単板

消費電力 （^) 44以下 36以下

プーリー有効径 （腿） 0135 卿

プーリー比 
(クランクプーリ径）

⑽車 0.69(釣3) 0.67 (柳)

30車 0.73(御9) 0.72(㈣

適合べルト
皿車 Vリブド4山(4895) Vリブド4山(卿)

30車 V1；ブド4山（4940) Vリブド4山(御40)

コンテ、'ンサ

形 式 マルチフロー マノレチフロー

フ
ア
ン

形 式 電動式軸流ファン 電動式軸流ファン

フアン外径 (丽) 郝40 ( 5枚羽根） 0320 ( 5枚羽根）.

消費電力 （〇 120 120

エバポレータ

形 式 ラミネート ラミネート

膨張弁型式 内部均圧式 外部均圧式

温度制御方式 サーミスタ（空気感熱式） サーミスタ(フィン感熱式)

レシーノ《ドライヤ 容量 （〇〇) 250 250 乾燥剤入り

制御装置

アイドルアップ装置 卩10：0 卩10〇
八/〇〇订011

時アイドル

回転数

NA :1050115111.

30 '- 950^1X1，

高低圧压カスイッチ(ね/ぜ） 低圧、2.0以下丨でコン 
高圧、27以下1プレッサ〇ドド

低压、2.0以下丨でコン 
高圧、27以下1プレッサ〇ド卩

加速カット 
制御

财車

ノぐ：X
トフック

アクセルスイッチ アクセルスイッチ
トライ

&
赤帽 アクセルスイッチ十車速スケッチ アクセルスイッチ十車速スケッチ

30車（全車） ぉ！^口：[一 迟011制御 丑011 制御

コンブレッサ保護センサ 160。(：時コンブレッサ〇卩卩 16〇で時コンブレッサ〇卩卩
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マニアルエアコン 部品配置図

部品配置図
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マニアルエアコン——構成部品

國構成部品（1)トラック（⑸八)……ヂーゼル機器製
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マニアルエアコン 構成部品

⑵バン，トライ（⑸八) ヂーゼル機器製

八/〇コントロールユニツ

リングユニッ

マイクロスイッチ

「18.3 50 -281
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マニアルエアコン 構成部品

(3)トラック（问八) カルソニック製

クーリングユニット

エアコンハーネス

マイクロスイッチ

ヒューズボックス

八/〇ハーネス

加速カット3/…

咼吐チューブ

ノくキュームホース

ソレノイドバルブ 局]！:ホー入

クーラーベル

高圧チューブ

カブラホルダ

闩も4

ステイフナ

5 6 -292
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マニアルエアコン 構成部品

(4) ノくン，トライ（问八) カルソニック製

ダクト
リレー^フラケット クーリングユニッ

マイクロスイッチ

八/〇スイッチ

加速カット3/…

ポケット

「ば5

オルタネータプーリ

コンプレツサブラケッ

5 6 -293
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

国トラブルシューテイング(ヂーゼル機器製）〔1〕概要

く故障の種類と診断法〉
カーエアコンの故障は，大別して下記に分けられる。

⑴冷えに関すること。（冷えない，冷えがあまいなど）

⑵音に関すること。（異音がするなど）

これらの故障が持込まれたら，まずお客様の話をよく聞き，目や耳で状況を判断し，最終的には測定器，その 

他によって細部にわたって確認を行い修理する。

く目，手，耳による故障診断〉
故障をもっとも簡単に発見する方法として，人間の持つ目，手，耳による方法がある。

目，手，耳による故障診断

手 段
診断項目 ポイント

百 手 耳

〇 〇 〇 ベルトの異常
::ヒ:摩耗，亀裂）

-スリップ音

〇 — — コンデンサの不具合
-フインの詰まり

，フインのつぶれ

〇 〇 〇 ボルト類の脱落，ゆるみ

〇 — — 冷媒漏れ（油汚れ）
#配管接続部
，コンプレッサ，コンデンサ，レシーバドライヤ

〇 — —

サイトグラスによる

冷媒流動状態

冷媒不足

— — 〇 異 音

，コンプレッサ

-アイドラプーリ

-ブロワモータ

— 〇 —
レシーバ、ドライヤ出入口

ハ。イプの温度差
温度差が大きい時は，レシーバドライヤ内の詰まり

く注記〉

回路図，配線艤装図は，別冊の「電気配線図集」を参照。
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

〔 2〕サイクル部品の故障診断(ヂーゼル機器製) 

—冷媒漏れの点検---------------------------------------------

異常現象 状 況 推定原天 処 置

サイトグラスに多量の気泡 
が見られ冷えが甘い。

曹

パイブの継手部のオイル汚 
れが目立つ

パイプ継手部からの冷媒漏 
れ

〇リングの交換またはパイ 
プの修正，交換

コイ 
ンノレ
プ汚
レれ
ッが

サ目 
の立
才っ

マグネットクラッチ 
部の汚れ

シャフトシールからの冷媒
漏れ

コンブレッサ修正，交換合せ部の汚れ
ノ、。ッキンや〇リングからの
冷媒漏れ

ボルト部の汚れ
締付ボルト部からの冷媒漏 
れ

コンデンサ，レシーノゞドラ 
イヤにオイル汚れが目立つ

コンデンサ，レシーノくドラ
イヤからの冷媒漏れ

コンデンサ，レシーノマドラ
イヤの修正，交換

圧力異常に冠する故障診断

ゲージマニホールドを冷凍サイクルに接続し，故障箇所を発見し，修理する。

压力異常

高圧側压力が高すぎる 
(吐出圧力）

高圧側压力が低すぎる

低压側圧力が高すぎる

低圧側圧力が低すぎる

高"低圧側圧力ともに
尚い

高，低圧側圧力ともに
低い

コンデンサフアンの非作動 

空気の混入 

冷媒過充てん

コンデンサが塵埃で覆われている

冷媒不足

コンブレッサ吐出弁の破損

ガスケツト破損（コンプレッサ）

低压配管に異常(つぶれ.つまり）

エキスパッションバルブの開きすぎ

感熱筒の接触不良 

冷媒過充てん

冷媒不足

感熱筒のガス漏れ

エバポレータがフロストしている

低圧配管に異常

エキスパッションバルブのつまり

冷媒過充てん

冷媒不足
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

現 象 個所 状 況 推定原天 処 置
~ 4 1 ，囑 1( 1

吐出圧力
(高圧側圧力）が異常
に尚い

コ関
ン
デ

サ係

コンデンサファンの風の吸込みが 
悪い
(冷却風が少ない）

-コンデンサファンモータの不良 
-コンデンサフアンがゴミで目詰 

まり

-モータ交換
-フィンの清掃（水洗い）

冷関 
凍 
サ 
イ 
ク
ル係

コンデンサを水で冷やしても，サ 
イトグラスに気泡が見えない

-冷媒の過充てん（0.51^が適正 
量）

#適正量になる.まで，チャージン 
グバルブ(低圧側)から抜く

コンブレッサが停止すると，直後 
に座力が急に約2 ^/恤位下がる

-冷凍ザイクル内に空気が混入し 
ている

-冷媒を全部抜き，真空引きして 
から適正量を再充てんする

吐出圧力
(高圧侧圧力）が異常
に低い

コ関
ン
プ
レ

コンブレッサを停止すると，すぐ 
に高，低压の圧力が同じになる

，ガスケット，0リングの切れ.高 
圧バルブの破損.バルブに異物 
のかみ込み

-コンブレッサ交換
#

冷関
凍
サ
ク
ル係

冷えが悪ぐ，サイトグラスに気泡 
が見ぇる

-冷媒の不足 #適正量まで補充てんする

エバ
キ
スノレ
つ。ブ
シ関

バルブに露付きがなく，低圧配管 
も冷たくない

(負圧になることがある）

，バルブの詰まり（調整不良，異物 
混入）

-感温筒のガス抜け 
-バルブ部凍結による一時的な詰 

まり（水分混入によるトラブル）

，バルブ交換

-バルブ交換
-バルブとレシーノゞドライヤ交換

後，充分に真空引きをする

吸入茁力
(低圧側圧力）が異常
に尚い

コ関
ン
プ
レ
‘係、

コンブレッサを停止すると，すぐ 
に高，低压力が同じになる

-ガスケット，〇リングの切れ 
-高15バルブの破損 
-バルブに異物かみ込み

攀コンプレッサ交換

エ ノぐ
5 ノレ
つブ
シ関
こ係

低圧ホース，コンブレッサの低圧 
側付近が異常に冷たい

-バルブの開き過ぎ
(調整不良〉

-感温筒の接触不良 
(はずれなど）

-バルブ交換

-感温筒の点検

冷関 
凍 
サ 
イ 
ク
ル係

高圧側圧力も高く，コンデンサを 
強制冷却すると吸入圧力が下がる

-冷凍サイクルへの冷媒過充てん -適正量になるまで低压ホースの 
チャージングバルブから徐々に
抜く。

吸入圧力..
(低圧側圧力）が異常 
に低い

冷関 
凍 
サ 
イ 
ク
ル係

冷えが悪く，サイトグラスに気泡 
が多く見える

-冷媒の不足 -適正量まで補充てんする

レシーバドライヤが異常に冷たい
(露付きなど）

-レシーノくドライヤの詰まり -交換(真空引きをする

エバ
キ
スノレ 
パブ、ノノ
シ関 
う係

バルブに露付きがなく，低圧側配 
管も冷たくない 
(負圧になることがある）

^感温筒のガス抜け0バルブ部の 
凍結による一時的な詰まり（水 
分混入によるトラブル）

-バルブ交換.バルブとレシーノく
ドライヤの交換後，充分に真空 
引きをする

バルブがフロスト（霜つき）してい
る

-バルブが詰まり気味
(調整不良または異物混入）

-バルブ交換

そ
の
他

吹出し温度が低く風が出ない ，エバポレータがフロストしてい
る

^サーミスタ，八/0コントロール 
ユニットの点検9または交換

熱負荷が少なすぎる -外気温が異常に低い 一丨，丨…

164



マニアルエアコン-------- トラブルシューテイング

一一音に関する故障診断^- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ------------------------------------------------------------------------------------- 一

音に関する苦情は非常に個人差があるので，お客様の話をよく聞いて，適切な処置をする。

特に，クランクプーリのゆるみ，コンブレッサブラケットのゆるみ，破損等はよくコンブレッサの異音とま 

ちがえられるので注意する。

音に関する故障診断表

異常現象 状 況 推定原因 処 置

コンプレッサの

異音

ガタガタ音
(金属のたたき音がする。）

-摺動部の摩耗 
-部品の破損 
#異物のかみ込み

コンプレッサ交換コンプレッサ〇卩卩時のチ 
リチリ音がする

マグネットクラッチの接触

ベアリング音
マグネットクラッチのベア 
リング音

ウォーン，ウォーンという
音がする

コンプレッサのうなり音

，コンプレッサ，ブラケッ 

卜の取付ボルトなど増締 
めする

アイドラプーリ 
およびクランク 
プーリの異音

ガラガラ音
アイドラプーリのベアリン 
グ音

-アイドラプーリ交換

カタカタ音

ノ7ランクプーリの音 
'アイドリング時とか，、 

急加速時に出る。特に
コンブレッサが〇]^し 
た時に音が大きくなる 
のでコンプレッサ音と 

、まちがいやすい ノ

-交換または(外観上損傷 
なければ増締め）

Vベルトからの

異音

キューという連続音
Vベルトがゆるんでいる 
(ベルトの振れも大きい） 8ベルト張直しまたは交換

チュッ，チュッという断続

1

1
パーリアライメントがず矛 

:いる
，ベルト側面の摩耗が大ヽ
、きい ノ

V
-プーリアライメントの確 

認-修理 
#ベルト交換

部品取付け部か 
らの異音

ガーガーという連続音 
(触れるとガタガタする）

，固定ボルト類の脱落，ゆ 
るみ

，ブラケット類の破損

-正規締付状態にする 

-ブラヶット類交換
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国トラブルシューテイング（カルソニック製）〔1〕概要

エアコンの故障は大別して，エアコン，システムの故障，クーラーサイクルの故障，エアコンシステム制御回 

路の故障，遮熱，断熱等に関する故障…等に分けることができる。

故障の分類 故障モード 故障原因

エアコンシステム

に関する故障

，吹出，温度制御がきかない
コントロールがきかない）

-各モードが作動しない

，エアコンシステム部品の不良 

-ヒータユニット不良 
，各ドアの開閉不良 
-ダクトの不良

クーラーサイクル 
に関する故障

-冷たい風が出ない 
^冷えが悪い

%

争

-クーラーサイクル部品の不良 
-冷媒不足，入れすぎ
-サイクル内エア混入 
-サイクル内のガス漏れ 
，オイルの過童

エアコンシステム.
制御回路(機構）に関 
する故障

脅

-風が出ない
^コンブレッサが回転しない 
-吹出温度制御がきかない 
#各モードか作動しない

-ファンモータ回転制御回路不良 
^コンブレッサ制御回路不良 

-ワイヤーコントロール不良

異音に関する故障

，ファンの騒音及び風の音 
，エンジンルーム内で音がする 

-クーラーサイクル内の音 
#取付ボルト，ナットの驰みによる異音

#モータ不良
-コンブレッサ不良

#取付ボルト，ナット等の驰み

遮熱，断熱に関する 
故障

-室内温度が下らない ，フロアおよびダッシュボード，グロメ

ット不良 
-遮熱材の不良 
-ドアの閉り不良
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〔 2〕サイクル部品の故障診断（カルソニック製) 

——コンブレッサ関係------------------------------------------

異常現象 状 況 推定 原 天 処 置

，サイトグラスに多量の泡が見ら -冷媒の不足 -冷媒を規定量まで封入する。
れ，コンデンサ高圧管が熱くな

い0

-低圧圧力が低く，エキスパンシ -エキスパンシヨンバルブのつ -エキスパンシヨンバルブ交換

吐

ヨンバルブ入り口側に霜がつ 
き，エバポレータ出口が冷た 

くなぃ。

まり -

出 Vエキスパンシヨンバルブ出口が -エキスパンシヨンバルブ感温 -エキスパンシヨンバルブ交換

冷たくなく，霜もつかぬが，低 筒ガス漏れ
圧 圧ゲージは真空になる。

力 -高低圧圧力がコンプレッサを -コンブレッサバルブ破損 -コンプレッサ交換

停止すると，すぐバランスして

が しまう。

低
，エバポレータ出口にくらべ，低 

压フレキシブルホースのコネ
-低圧配管のつぶれ -交換

い
クタ付近が冷えている。 。一....…1 - 1 ,

-高低圧圧力がコンプレッサを停 -コンブレッサバルブに異物を #オーバーホールし，取り除く
- 止するとすぐバランスする。 かんでいる。 又は，交換

-コンデンサでの冷却がよすぎる。 外気温が異常に低い。 -冷媒ガスの性質でとうにもな
らならない。

-エキスパンシヨンバルブ，エバ -エキスパンシヨンバルブの開 -交換
ポレータ付近にくらベ，低圧 き過ぎ

吸 フレキシブルホースのコネク

入
夕付近が冷えている。

圧 ^外気温が高く，高圧圧力も上が -冷媒の過封入 #規定量まで放出する。

力
っている。しかしコンデンサに 
水をかけると高低圧圧力がすぐ

-ファンモータ不良 -フアンモータ交換

が 下がってくる。

咼
-コンブレッサを停止すると高低

い 圧圧力がバランスしてしまう。 ，高压バランス破損，又は異物 ，バルブ交換，異物をかんでい
をかんでいる。 る場合は才ーバーホールして

-エキスパンシヨンバルブ感温 取り除く。

筒接触不良 -密着させる。

167



マニアルエアコン トラブルシューテイング

異常現象 状 況 推定原因 処 置

-サイトグラスに気泡が多く高圧 ，冷媒ガスの不足 -冷媒ガスを規定量まで封入す
吸 バルブも熱くなく，エクスパン る。

入 シヨンバルブもさほど冷えてい -

圧
ない0 -

力
-エキスパンシヨンバルブに多量 -エキスパンシヨンバルブのつ -交換

の霜がつき，特に入口付近に付 まり
が 着する。

低 ，エキスパンシヨンバルブに霜が -エキスパンシヨンバルブの感 -交換

す つかず，低圧配管が冷たくなく， 温筒ガス漏れ

ぎ
低圧ゲージが真空になる。

る -エバポレータ出口温度が極端に 鲁エバポレータに霜がついてい -解永できるまでコンプレッサ

-低く風が出なくなっている。 る。 を停止し，ファンだけ回転す 
る。

—
尚 ，コンデンサ冷却不良 -コンデンサフアンに土や虫の ，通風性を良くする。
低 死がいなどが多量に付着し，

压 通風性が悪い。
と
も

，ファンモータ不良 ，ファンモータ交換

商 -コンデンサを水で冷やしてもサ ，オーノくーチャージ -規定量まで冷媒ガスを放出

す イトグラスに気泡が通らない。

ぎ -外気温度が異常に高く，熱負荷 -外気温度が異常高温である。 -冷媒ガスの性質でどうにもな
る が大きすぎる。 らない。

，エキスパンシヨンバルブ，エバ -低圧側につまりがある。 ^交換

高
低

ポレーターに比較し，低圧フレ 
キシブルホースのコネクタが冷

圧
と炙

えている。

1)
低
す -コンデンサ出口付近の温度にく -高压ラインにつまりがある。 響つまり箇所の修理，又はパイ
ぎ
る

らベ，エキスパンシヨンバルブ

入口温度が5以上ちがってい 
る。

プ交換

-シャフトシール部の汚れが目立 ，コンプレッサシャフトシー 藝コンプレッサ交換

ガ ち，ガスがすぐになくなってし ルよりのガス漏れ。

ス
まぅ。’

漏
，ボルト部に油汚れが見受けられ. -各部締付ボルトからのガス漏 ，増し締めする。

る。 れ。
れ

-パッキン部より油汚れが見受け -その他，破損部よりガス漏れ -交換

られる。
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兵日リノ兜王^-------------------------------------------------- ----------------------------------------------------------------------------------------------

故 障 状 況 推定 原 天 処 置
，コンプレッサシャフト回転

-コンプレッサオイルの不足 ，オイル量をチェックし，規定量まで補充する。
不円滑 又は不足による回転部の焼 

付
，シャフトの異常摩耗

-焼付の場合はコンプレッサ交換

-シャフトのトルクが非常に 響コンプレッサ交換
大きい。（触感による） -ベアリングの異常

-シリンダへ、、;ドより、、コ -オイル過多 -オイルが規定量であるか確認する。
,ンコン"音がする0 
-\'カツカツ"などの異音。 #マグネットクラッチ板とク ，クリアランスを修正する。

ラッチホイールとの接触
，コンプレッサを止めたとき， 

音が出る
-クラッチ板のピリ音 ，クリアランスを調整する

，手で静かに回すと，、、ゴロゴ -ベアリングの不良 -コンブレッサ交換。
口"と感じる。

-その他 -ブラケットの亀裂，折損 奉コンブレッサ交換
，触れてみると”ガタガタ" -他の部品との干渉 -修正

し，運転時\、ガンガン" ，クランクプーリベルト -増締
と連続音がする。 のゆるみ

-キー溝とキーのかん合不良。
-配管が固定されていない。

，修正

-ボデーとの干渉修正クランプ増締
-ファン又はモータからの異 -ファン変形 -交換又は修正

:±1^ -ケーシングとの干渉 -修正
-ブラシ当たり不良 -ブラシ交換又はモータ交換
-シャフトのがた -シム調整又はモータ交換

エキスパンシヨンバルブ関係

異常現象
4

状 況 推定 原因 処 置

ノゞ

ノレさ 
ブほ 
出ど 
口冷 
がえ 

て
い
な
い

-出入口の温度差が激しく時には氷 
結する場合がある。

-出入口の温度差があまり感じられ 
ない。

-エキスパンシヨンバルブのつま

-エキスハ。ンシヨンバルブの感温 
筒ガス漏れ

-サイクル内の冷媒ガスが非常に 
少ない。

-エキスハ。ンシヨンバルブの開度
が大きい

-エキスパンシヨンバルブ交換

-エキスパンシヨンバルブ交換 
-ガス漏れ箇所を点検修理し，規 

定量まで封入する。
-エキスハ0ンシヨンバルブ交換

バ
ノレ〇
ブめ
入た
口く
部霜
がが

つ
ぐ

-時には水結する場合がある。

-パイプ(高圧ライン）が外気温度に 
くらベて冷たい。

-レシーバドライヤからの高圧パイ 
プに触れても，熱さがあまり感じ 
られない。

-エキスパンシヨンバルブのつま
9

-エキスパンションバルブの感温 
筒ガス漏れ 

-高圧パイプのつぶれ

^レシーノくドライヤのつまり

-エキスパンシヨンバルブ交換 
^エキスパンシヨンバルブ交換

-パイビング交換

-レシーバドライヤ交換 1

ガ漏
スれ

-溶接部に油汚れが見受けられる。
，|容接部に油汚れが見受けられる。

-溶接部
-フレア部

-エキスパンシヨンバルブ交換 
-増し締め，フレア亀裂の場合交換
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-----------------マグネットクラッチ関係---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

異常現象 状 況 推定原因 処 置

異

立

発

生

-クラッチホイールが熱を持ち，高 
温になって変色し，一定間隔で”力 
ッカッ"と金属音がする。

#作動操作にもかかわらず，ある回 
転のとき吸着しない。又，接触し， 
音が出る。

#マグネットクフッチを作動させて 
いないときヽ'カラッ〃と音を発す 
る。

-マグネットクラッチとホイール 
とがすっている。

-クラッチ板とクラッチホイール 
との接触

-ベアリング摩耗

，修正，又はクラッチ八53丫交換

，クラッチ板の間隙の修正，又は 
クラッチ八33丫交換

，コンフ。レッサ交換

-マグネット入ロリード線に電気が -コイル断線.コンブレッサ交
吸 きていて，アース部も正常である 換

が吸着しない。
着 -作動搡作にもかかわらず，吸着し ，配線関係の断線（ヒューズ)，及 ，断線箇所のハンダ付け，スは交

ない0 び接続部不良（アース不良） 換
せ -スイッチ関係の接触，及び作動 -スイッチ修理，又はクラッチ

不良 八33 丫交換
す

-手で押すとクラッチ板が着く。 -クラッチ板とクラッチホイー -クリアランス修正，又は，クラ
ルの間隔が大きすぎる。 ッチ八83丫交換

:ク -回転時のみスリップする。 ，バッテリー電压降下 ，ノマッテリー充電
ラ ，コイルのレヤシヨート -コンブレッサ交換
V

チ (層間短絡）
部 -圧縮状態が重いように見受けられ， -コンブレッサ駆動力が大き過
り

す コンプレッサにふれてもあまり ぎる。又はコンブレッサ内部の
温度差が感じられず，全体的に熱 故障 -コンブレッサ内部故障の場合，

0 い。 は八33丫交換

配管関係

異常現象 状 況 推定原因 処 置

ガ
ス
漏
れ

，フレア部に油汚れが見受けられる。 -フレア部が変形している。
，フレアナット締付不良 
パ0〃 リングの切れ，破損，欠品

-ハ。イプ交換 
，増締
ハ'〇"リング交換

異立
綦
生

，配管が振動している。
-脈動音がボデーに共鳴している。

-配管がブラブラしている所がる。
舉コンプレッサと，レシ ーノくドラ

イャ間の配管がボデーに直接ク 
リップされている。

-クリップなどで配管を固定する。
-ゴムなどをボデーとの間に入れ 

て取り付ける。

——断熱状況点検---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

故障状況 推定原天 処 ， 置

-外部より熱風の侵入がある。 -エアインテークドアの閉ま -ヱアインテークドアの作動を確認する。
り不良

，ダッシュパネルグロメット ，エンジンルーム側より点検，修正又は追加取り付け（ド
類の脱落 レーンホースグロ メットも点検）

-内部より熱の侵入がある。 -ヒータ温水コックの閉まり -修正
不良

-フロアおよびダッシュボー -ダッシュおよびフロアのインシュレータの取り付け状
ドょりふく射熱侵入 況を点検する。
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〔3〕冷えに関する故障診断(ヂーゼル機器，カルソニック製)

(圧力異常に関する故障診断表を#照)



マニアルエアコン——トラブルシューティング

1 ブロアモータが作動しない

一診断内容--------------------------------------

參ブロアモータ回路の断線またはショート 

^ハーネス端子の接触不良 

-レジスタ不良 

#ヒューズ断線

一不具合現象------------------------------------------

#送風しない。

，送風するが，ブロアスイッチを切換えても一 

定の微風しかでない。

，送風するが，ブロアスイッチの「3」位置の 

みブロアモータ作動する。

点検手順
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广ロアスイツチによるブロアモータの作動は正常か

56-201

ブロアスイツチを0 —1—2 —3と動かして，ブロアファンが作 

動し，風量が切り替わるか点検する。

イグニッシヨン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

ブロアファン 
の風4

八(：0

0 停 止
1 低速(弱風）
2 中速（中風）
3 高速(強風）

丫巳5
ブロアスイッチ「3」位置(ハイポジ 
シヨン）のみブロアモータが作動す 
る場合峠レジスタ不良（交換）

N0
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3 ブロアモータ電源電圧は正常か

ブロアモータのハーネスコネクタを接続した状態で，車体ハーネ 

ス側コネクタ端子とボデーアース間の電圧値を測定する。

測定
レンジ

イグニッシヨン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V 八。。 ① ボデー
アース 約12ソ

5 6 -202

丫已5囹へ N0車体ハーネス断線(修正または交換)

4 ブロアモータのハーネス側アース回路は正常か

ブロアモータのハーネスコネクタをはずし，車体ハーネス側コネ 

クタ端子とボデーアース間を点検する。

測定 イグニッシヨン ブロア 測定端子
標準値レンジ スイッチ スイッチ ㊉ ㊀

0 導通なし
1

② ボデー
2 アース 導通あり
3

丫^5ブロアモータ不良(交換） N0囹へ

ドロアスイツチのハーネス側アース回路は正常か

し6

X 21
3 4 5 56 -204

ロアスイツチのハーネスコネクタをはずし，車体ハーネス側コ 

ネクタ端子とボデーアース間を点検する。

測定
レンジ

イグニッシヨ
スイッチ

測定端子
標準値㊉ 0

〇 ① ボデー
アース 導通あり

冗5 N0 車体ハーネスのアース不良(修正または交換)

丫

ブロアスイツチの回路は正常か

ブロアスイッチのハーネスコネクタをはずし，ブロアスイッチ側 

の端子間を点検する。

測定
レンジ

ブロア
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

1 ③
〇 2 ④ ① 導通あり

3 ⑤

(ブロアスイッチ端子) 5 6 -223

¥£5車体ハーネス不良(修正または交換) N0ブロアスイッチ不良(修正または交換)
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マニアルエアコン-------- トラブルシューティング

2 コンプレッサか0作動しない

一診断内容--------------------------------------------

-コンブレッサ作動制御回路の断線またはショ 

ート
-ハーネス端子の接触不良

一不具合現象

#冷えない

点検手順
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マニアルエアコン トラブルシ ユ テイング

⑴ヂーゼル機器製

^0、

「ば6
マイクロスイッチ
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

メインリI^一のハーネス側回路は正常か

8^

V 3
2
4 し(5 56-207

メインリレーのハーネスコネクタをはずし，ェアコンハーネス側 

コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V 八〇。
— — ④

ボデー
アース

約12乂
1 ③

— ① 約〇〇

丫已5 N0 エアコンハーネスまたは車体ハーネス不良(修正ま
たは交換）

メインリレーは正常か

56-213

メインリレーを取りはずし，リレー単品で測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

0
③ ④ 00
① ② 約1000

丫巳5 N0 レ-不良(交換)

圧カスイッチの導通は正常か

圧カスイッチのコネクタをはずし，圧カスイッチ側コネクタ端子 

間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値 備 考㊉ ㊀

[1 ① ② 導通あり 高压圧力が2,1〜15^/恤の 
範囲であること

〇问
2.0 27

2.1
(低圧時)

15

(高圧時)

単位(味/0010

丫已5 N0 圧カスイッチ不良(交換）または高圧側圧力の異常
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

コンプレッサの温度センサの導通は正常か

2

コンプレッサーのハーネスコネクタをはずし，コンプレッサの温 

度センサ側コネクタ端子間を測定する

測定
レンジ

測定端子
標準値 備 '考㊉ ㊀

① ② 導通あり コンプレッサ内の温度が 
135て以下であること。

〇⑸

135〇0

160て

¥£5 N0 コンプレッサ温度センサ不良（交換)

コンブレッサリレーのハーネス側回路は正常か

じ

〇 1 2
3 4

5 8 -210

コンプレッサリレーのハーネスコネクタをはずしエアコンノ 

ネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定 イグニッシュン ブロア エアコン 測定端子
標準値レンジ スイッチ スイッチ スイッチ ㊉ ㊀

V — — ②
約12卩

1
① ボデー

£1
③ アース 約〇乂

— — ④ 約40

丫已5 N0 エアコンハーネス，車体側ハーネスまたはマグネッ
トクラッ不良(修正または交換）
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サーミスタのハーネスコネクタをほずし，

端子間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

0 ① ② 右図 
参照

サーミスタ側コネクタ

化5 11 N0 サーミスタ不良（交換)

11 アクセルスイッチの回路は正常か
11\1〇 )1(10

5 6-216

八/〇コントロールユニットのハーネスコネクタをはずし，エア 

コンハーネス側コネクタ端子とボデーアース間または，コネクタ

端子間を測定する。

条件，アクセルを80%以上踏込みマイクロスイッチを01^させる

¥£3 12 N0 ハーネスまたはアクセルスイッチ不良

12 八/〇コントロールユニットのハーネス側回路は正常か

总I 公 ク ノ

…乳8 し6

[1 2 3 X 4 ^1
6 7 8 9 10 11 08
丫 评西Vし 5 6-217

コントロールユニットのハーネスコネクタをはずし，エアコンハ

ーネス側コネクタ端子とボデーアース間または，コネクタ端子間 

を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値 備 考㊉ ㊀

V 八。。

④

ボデー
アース

約12ヮ 電源回路

1
① 約厦 リレー制御 

回路③ 約12〃

0

③ 約〇〇 アース回路

⑩ ⑨ 嵚1 レジスタ
回路

⑦ ⑧ 兹2 サーミスタ
回路

泶1…囹のレジスタ抵抗値を参照する。 
迻2…回のサーミスタ抵抗値を参照する

\^5
八/〇コントロールユニット不良
(交換)

N0 ェアコンハーネス不良(修正または交換)

マニアルエアコン トラブルシューテイング

レジスターの抵抗値は正常か

戰 丫し

〇 2 5 6-214

レジスターのハーネスコネクタをはずし，レジスタ側コネクタ端

子間を測定する。

測定
レンジ

温度コントロール 
レバー位置

測定端子
標準値㊉ ㊀

〇 フルクール ① ② 約〇お〇

丫巳5 II N0 レジスタ不良（交換)

抵
抗
11
心
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

(2)カルソニック製

㈣〇用

V

1 エアコンスイッ，チのハーネス側回路は正常か

56 -205

エアコンスイツチのハーネスコネクタを接続状態で，エアコンハ 

ーネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシヨン
スイッチ

ブロア
スイッチ

測定端子
標準値

㊉ ㊀

V 八〇〇 — ① ボデー
アース 約12^

丫巳5 N0 エアコンハーネス不良（修正または交換)

エアコンスイツチの回路は正常か

8…

86 -206

⑴エアコンスイッチのハーネスコネクタをはずし，エアコンスイ
I

ツチ側のハーネスコネクタ端子間の抵抗値を測定する。

測定
レンジ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ 0

£1

②

①
③
② 約1400
③ 約〇〇

丫已5 N0 エアコンスイッチ不良(修正または交換)
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

し6 5 6-210

8「西 し5

V
1 2
3 4

メインリレーのハーネスコネクタをはずし，エアコンハーネス側 

コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V
— — ④

ボデー
アース

約12ソ
1- ③

0 — ① 約〇〇

冗5 5； N0 エアコンハーネスまたは車体ハーネス不良(修正ま 
たは交換）

メインリレーは正常か

②①
56-213

メインリレーを取りはずし，リレー単品で測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

0
③ ④ 〇〇
① ② 約1000

丫〔5 N0 レー不良（交換)

圧カスイッチの導通は正常か

^8

08 56-208

压カスイッチのコネクタをはずし，压カスイッチ側コネクタ端子 

間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値 備 考㊉ 0

0, ① ② 導通あり 高圧圧力が2，1〜15を7〇1〇2の 
範囲であること

〇问-
2.1 27

2.2
(低圧時)

！5
‘単位(吆/〇め

(高圧時)

丫巳5 0 N0 还カスイッチ不良(交換）または高圧側圧力の異常

3 メインリレーのハーネス側回路は正常か
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

コンブレッサの温度センサの導通は正常か

0

6 2
56 -209

コンプレッサのハーネスコネクタをはずし，コンプレッサの温度 

センサ側コネクタ端子間を測定する

測定
レンジ

測定端子
標準値 備 考㊉ ㊀

0 ① ② 導通あり コンプレッサ内の温度が 
135で以下であること。

140〇0

160て

冗5 N0 コンプレッサ温度センサ不良（交換)

コンブレッサリレーのハーネス側回路は正常か

敗

1

3
2
4

し6 

し
56-207

コンプレッサリレーのハーネスコネクタをはずしエアコンノ

ネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定 イグニッシュン ブロア エアコン 測定端子
標準値レンジ スイッチ スイッチ スイッチ ㊉ ㊀

V
— — ② 約12乂

八。。
1 ① ボデー

0
③ アース 約0 V

— — ④ 約40

作5 N0 エアコンハーネス，車体側ハーネスまたはマグネッ
トクラッ不良(修正または交換）

コンブレッサリレーは正常か

5 6-213

コンブレッサリレーを取りはずし，リレー単品で測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値

㊉ -0
③ ④ 〇〇
① ② 約1000

¥£5 0] へ N0 レー不良
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作5 0 N0 レジスタ不良（交換)

10 サーミスタの抵抗値は正常か

丫し
1
1 2ヽ

11 へ

5 6-215

サーミスタのハーネスコネクタをはずし， 

端子間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

〇 ① ② 右図 
参照

丫巳5 N0 ザーミスタ不良(交換)

11 アクセルスイッチの回路は正常か

サーミスタ側コネクタ

.1?丄及1ぃ石!

5 6,216

八/〇コントロールユニットのハーネスコネクタをはずし，エア 

コンハーネス側コネクタ端子とボデーアース間または，コネクタ

端子間を測定する 〇

条件，アクセルを80%以上踏込みマイクロスイッチをさせる

¥£3 0 N0 ハーネスまたはアクセルスイッチ不良

12 八/〇コントロールユニットのハーネス側回路は正常か

し西政丫

XX 5 |6 7 8^
9 10 11 12\XX16

丫

西丫し……尺 8 5 6-217

八/〇コントロールユニットのハーネスコネクタをはずし，エア 

コンハーネス側コネクタ端子とボデーアース間または，コネクタ

端子間を測定する 〇

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロマ
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値 備 考㊉ 0

V 八〇〇

〇ド孖 ⑧

ボデー
アース

約12乂 笔源回路

1
⑤ 約12乂 リレー制御 

回路⑥ 約12乂

[1
⑬ 約〇〇 アース回路

⑪ ⑫ 绦1 レジスタ 
回路

⑨ ⑩ 泶2 サーミスタ 
回路

浓1…囹のレジスタ抵抗値を参照する0 
效2…0のサーミスタ抵抗値を参照する。

丫配5 八/〇コントロールユニット不良
(交換)

N0 エアコンハーネス不良(修正または交換)

マニアルエアコン——トラブルシューティング

9 レジスターの抵抗値は正常か

抵
抗
值

183



マニアルエアコン トラブルシューテイング

3 吹き出し温度が変化しない

一診断内容--------------------------------
#

-温度制御回路の断線またはショート 

^ハーネス端子の接触不良

一不具合現象--------------------------------

-吹き出し温度がコントロールできない

点検手順

2^4



マニアルエアコン トラブルシューティング

⑴ヂーゼル機器製

七—トス1ツチ

「略8

1 温度コン トロールレバーを動かした時レジスタの抵抗値は変化するか

难 丫/し

〇 2 5 6-214

レジスタのハーネスコントロールをはずし，温度コントロールレ 

バーを動かしながらレジスタ側コネクタ端子間を測定する

測定
レンジ

温度コントロール 
レバー位置

測定端子
標準値㊉ ㊀

〇
フルクール

① ②
約〇尬

中央 約ら⑽
フルホット 約1〇成

丫巳5 N0 レジスタの取付けまたはレジスタ不良（修正または
交換）
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マニアルエアコン-------- トラブルシューティング

サーミスタの抵抗値は正常か

12 5 8-215

サーミスタのハーネスコネクタをはずし，サーミスタ側コネクタ

端子間を測定する。

測定
レンジ

測定端子1
標準値

㊉ ㊀
0 ① ② 右図 

参照

抵
抗
値 X

！ X

！
1
1

ず

、丨5
！
1

0 10
温度て

15

丫巳5 N0 サ スタ不良（交換)

マイクロスイッチの作動は正常か

丫し 1111
5 6-218

マイクロスイッチのハーネスコネクタをはずし，吹出口切替えレ 

バーを動かしながら，マイクロスイッチ側コネクタ端子間を測定 

する。

測定
レンジ モト位置

測定端子
標準値㊉ 0

ベント

① ②

導通なしバイレベル
〇ット

導通ありデフ/ロット

デフ

丫巳5 エアコンハーネス不良（修正または
交換） N0 モードスイツチの取付けまたはモードスイッチ不良 

(修正または交換）
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マニアルエアコン---------トラブルシューティング

(2)カルソニック製

〇〇〜〇用

闩も9

1 温度コントロールレバーを動かした時レジスタの抵抗値は変化するか

〇^31〇

丫巳5 [11へ

レジスタのハーネスコントロールをはずし，温度コントロールレ

バーを動かしながらレジスタ側コネクタ端子間を測定する

測定 
レンジ

温度コントロール 

レバー位置
測定端子

標準値㊉ ㊀
フルクール 約彻

0 中央 ① ③ 約5让0
フルホット 約10^0

⑽論スタの取付けまたはレジスタ不良(修正または
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丫し
3 6-215

㈣）10

マニアルエアコン——-トラフルシューテイング

2 サーミスタの抵抗値は正常か
4

サーミスタのハーネスコネクタをはずし，サーミスタ側コネクタ

端子間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ 0

〇 ① ② 右図 
参照

丫ど5 N0 サーミスタ不良（交換)

マイクロスイッチの作動は正常か

マイクロスイッチのハーネスコネクタをはずし，吹出口切り替え 

レバーを動かしながら，マイクロスイッチ側コネクタ端子間を測

定する 〇

測定 モード位置
測定端子

標準値レンジ ㊉ ㊀
ベント

導通なしバイレベル
〇 ロア ① ②

デフ/ロア 導通あり
デフ 私

¥£5 茲コンハ-ネス不良(修正または N0 モードスイッチの取付けまたはモードスイッチ不良 
(修正または交換）

40
36

20

抵
抗
使
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

4 吹出口切替えレバーがロア，デフ/ロア，デフの時コンブレッサが作動しない

一診断内容------------------------

，マイクロスイッチ回路の断線 

-ハーネス端子の接触不良 

，マイクロスイッチの取付不良

一不具合現象-

- 除湿ができない 

-窓ガラスが曇る

点検手順
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

マイクロスイッチ

くヂーゼル機器製〉
00麵

「1^10 パ

マイクロスイツチの作動は正常か

丫し

只
(カルソニック〉

職

(ヂーゼル機器製） 5 6-218

マイクロスイッチのハーネスコネクタをはずし，吹出口切り替え 

レバーを動かしながら，マイクロスイッチ側コネクタ端子間を測

定する。

測定 モード 測定端子
標準値レンジ 位置 ㊉ ㊀

ベント
導通なし

バイレベル
〇 ロア ① ②

デフ/ロア 導通あり
デフ

¥£3 エアコン
交換）

ハーネス不良(修正または N0 益スぶ交チ換ア寸けまたはモードスィッチ不良

290



マニアルエアコン——トラブルシューティング

一診断内容-----------------------------------

-コンデンサ回路の断線またはショート 

‘ハーネス端子接触不良 

#ヒューズの断線 

-コンデンサリレー作動不良

一不具合現象--------------------------

#冷えない

，コンデンサフアンモ广夕作動せず

点検手順
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

F\^

イ

「ば12

㊉③
20八

〇^〇"
20八

八/〇りレー(2)

10 3\7

ブロアモータ

^/〇 3^

0

レジスタ

し〇 
〇ドド 

ブロ 75^

ハ/〇
リレ
一⑴

丁づ 
5^

⑽〇用
モータ

八/〇リレー(3)

八/〇 
？し

0

11
N1

4

十丨ヴ00^4

只レンジ

十電源 水温入力

全開カット入力 
—電源エンジン回転数入力

マイクロ
| -0 5说

丁巳ゾド
レジスタ

車速入力

水温5你(高温時〇⑷
----013------- 1

、マイクロ 5奴

十12ゾ

イグニッシヨン

5卩圧0

くカルソニック製〉

エアコン用ヒューズは正常か

！ 「

(1
1

口!—
1||~~ 嗶厂酽皺

20八
5 6-213

エアコン用ヒューズ（ヒューズボックス下）を点検する

丫巳5 N0 ヒューズ不良(交換)
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マニアルエアコン 'トラブルシューテイング

⑴ヂーゼル機器製

コンデンサリレーのハーネス側回路は正常か

コンデンサリレーのハーネスコネクタを接続した状態でェアコ 

ンハーネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定 
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V ② ボデー
アース 約厦

1 ①

丫巳5 N0 ネスまたはエァコンハ-ネス不良(修正ま

コンデンサファンハーネス側電源回路は正常か

-22卜八

コンデンサフアンコネクタをはずし，車体ハーネス側コネクタ端 

子とボア"ーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値-㊉ ㊀

V ① ② ボデー
アース 約厦

丫巳5 N0 車体ハーネス不良(修正または交換)

コンデンサファンハーネス側アース回路は正常か

5 6-661-8

コンデンサフアンハーネスコネクタをはずし，車体ハーネス側 

コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

〇 ① ボデー
アース 導通あり

丫巳5 コンデンサフアンモータ不良 
(修正または交換） N0 車体/、ー ネス不良(修正または交換)
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マニアルエアコン トラブルシューテイング

(2)カルソニック製

コンデンサリレーのハーネス側回路は正常か

(

コンデンサリレーのハーネスコネクタを接続した状態でェアコ 

ハーネス側コネクタ端子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子 標準値㊉ ㊀
，V ② ボデー 

アース 約厦
1 ①

化5 N0 車体ハーネスまたはエアコンハーネス不良(修正ま 
たは交換）

コンデンサフアン/乂ーネス側電源回路は正常か

コンデンサフアンコネクタをはずし，車体ハーネス側コネクタ端 

子とボデーアース間を測定する。

測定
レンジ

イグニッシュン 
スイッチ

ブロア
スイッチ

エアコン
スイッチ

測定端子
標準値㊉ ㊀

V ① 0^ ② ボデー
アース 約12ン

丫巳5 N0 車体ハーネス不良(修正または交換)

コンデンサフアンハーネス側アース回路は正常か

5 6-221-8

コンデンサフアンハーネスコネクタをはずし，車体ハーネス側

コネクタ端子とボデーアース間を測定する 〇

測定
レンジ

測定端子
標準値㊉ ㊀

0 ① ボデー
アース 導通あり

丫巳5 コンデンサフアンモータ不良 
(修正または交換） N0 車体ハーネス不良(修正または交換)
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マニアルエアコン——冷凍サイクルの整備上の注意事項

国整備要領(ヂーゼル機器製）（1)冷凍サイクルの整備上の注意事項

-----------般整備---------------------------------------------------

⑴脱着作業は必ずバッテリ㊀端子を外して行う。

⑵脱着作業は原則として室内で行うこと。（エアコン 

はごみ，ほこりおよび雨による湿気を特にきらう） 

⑶エアコン部品取外し後，速やかに盲栓を取付け， 

盲栓の取外しは接続直前に行うこと。

キャップ(盲栓)

⑷ホース，パイプの接続時には，〇リングにコンプレ 

ッサオイル(ひ220\^又）を塗布すること。（過大トル 

クによる締付けを防ぐため，ユニオンねじ部には才 

イルを塗布しないこと。

コンブレッサ 
オイル 
(0-220^)

〇リング インプレート部

「16.14

(5)ユニオン，ナットの初期締付けは手で行うこと。 

⑹変形および老化を防ぐため0リングの再使用をし 

ないこと。〇リングは必ず新品と交換する。

ユニオン ナツト

パイプ先端のかじり
印5

⑺ホースやパイプの接続は必ず2本のスパナ(締付 

け側はトルクレンチ）を用い，一方を固定し，トルク 

レンチで規定トルクに締付ける。

注意

-1本のスパナで締付けた場合，無理な力が加わり， 

パイブがねじれたり，締付トルク不足によるガス漏 

れを起こしたり，さらに破損の原因となる。

⑻各部品の取付けボルトもトルクレンチを使用して， 

規定トルクで締付ける。

スパナ固定
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マニアルエアコン-------冷凍サイクルの整備上の注意事項

冷媒の取扱I

⑴冷媒の取扱いは換気の良い所で行い，液冷媒が直 

接皮膚に掛からないようにし，保護メガネおよび手 

袋を使用して取扱うこと。

手袋 保護メガネ

ド 12.17

⑵冷媒缶の取扱い

，冷媒缶の雰囲気温度を40て以上にしないこと。

-冷媒缶をラジェータやェンジンの上に置かないこと, 

，冷媒缶を強く振ったり，衝撃をあたえないこと。 

(冷媒缶に記載されている注意，使用方法を守るこ 

と。）

(3)冷媒漏れ点検をハライドトーチ式リークデテクタ 

で行う場合，炎に冷媒が直接触れると，有毒ガスを 

生成するので，出てくるガスに注意すること。

冷媒漏れ点検を行う場合，下図の電気式リークデテ 

クタを推奨する。

デーゼル機器推奨品 
(品番59700卜0720)

「セ.18

ハライドトーチ式 
リークディテクタ

冷媒の抜きかた

(1)チヤージングバルブにゲージマニホールドを取 

付ける。

⑵高圧側と低圧側压力がほぼ同一になったら，低压 

側から徐々に冷媒を抜く。

サービスバルブ

低圧

^6.19

注意

5 6 -281

気に冷媒抜きを行うと冷媒と一緒にコンブレッサ

オイルが吹き出すので，時間をかけて徐々に抜く 〇

冷媒を抜いた後は，コンブレッサを作動しないこと。

196



マニアルエアコン——冷凍サイクルの整備上の注意事項

——コンブレッサオイルの抜取り，補給---------

(1)コンブレッサオイルは，エンジンオイルのように 

頻繁にチェックしたり，補給したりする必要はない 

が，以下の場合に行う。

① 2年目シーズンインの時。

② 大きなガス漏れが発生し，急激に冷媒が放出さ 

れたとき。

③ コンプレッサに不具合があったとき。

④ クーリングユニットを交換したとき。

⑵コンプレッサを交換するときは冷媒と一緒にサイ

クル内に回っているコンプレッサオイルを回収す 

るため，「オイルリターン運転」を行う。

，オイルリターン運転が不可能な場合(焼付,破損等) 

には，新しいコンブレッサを取付けたあとにオイル 

リターン運転を行い再度コンブレッサを取外し，規 

定量以外のオイルを抜きとる。

(3)コンブレッサを逆さにして，低圧側および高圧側 

の配管接続部からコンブレッサオイルを抜き取り， 

メスシリンダで測定する。

バーでチェックバルブを押す 高圧側配管接続部

「1る20 5 6-282

⑷コンブレッサオイルの補充量リスト

項 目 補充量 備 考

コンプレッサの交換 (注)

クーリングユニットの交換 70。。

レシーバドライヤの交換 — 補充の必要なし

コンデンサ

の交換

オイル漏れのよう 

すがない
補充の必要なし

コンデンサから多量 

のオイル漏れがある
50。。

9

フレキシブ 

ルホースま 

たはパイプ 

の交換

オイル漏れのよう 

すがない
— 補充の必要なし

多量;のオイル漏れ 

がある
50〇〇

冷媒漏れ

オイル漏れのよう 

すがない
— 補充の必要なし

多量のオイル漏れ 

がある
50 〇〇

(注)

オイルリターン運転 

によるオイル回収量

新品コンフレッサからのオイル抜取童 
(コンブレッサ内には既に規定量170沈

注入されている）

70〇〇以上 1700。一 回収童一20¢¢

ァ〇⑶以下 90。〇

(5)コンブレッサオイル補給要領

① 補給するオイル量をメスシリンダで計る。

② コンブレッサの高圧配管接続口から注入する。
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マニアルエアコン------- 冷媒封入

(2)冷媒封入(ヂーゼル機器製)

真空引き要領

エアコンシステム内のエアおよび水分を排除するため冷媒封入前に必ず真空 
引きを行1う。

一740咖1112

― 760腦1112
(5分間以上)

V

く真空引き〉
⑴ゲージマニホールドのチャージホースを低压ホ 

ースと高圧ホースに接続する。

⑵チャージホースを使用してゲージマニホールド

と真空ポンプを接続する。

⑶真空ポンプを作動させ，ゲージ目盛が740〜760111111 

間で約5分間真空弓丨きを続ける。

⑷ゲージマニホールドの低圧，高圧バルブを閉じ 

る。

⑸ 5〜10分間放置し，ゲージの針の動きに変イ匕があ

ることを確認する。ゲージの動きに変化がある時に 

は，配管接続部を点検，増締めを行った後，再度真 

空引きをする。

⑹再度真空ポンプを作動させ，20分以上真空引きを 

行う0

ゲージマニ 
ホールド

「1も22 真空ポンプ 56 -270

〇尺

N0
(漏れあり)

くガス漏れチェック〉

⑴真空ポンプを外し，冷媒缶を接続する。

(2)チャージホース内のエアを冷媒で押し出す。

⑶低压バルブを開き，約半缶(1502)システムの中

に入れる 〇

⑷低圧バルブを閉じる。

(5) 冷媒漏れ検出器を使って，ガス漏れをチヱックす 

る。

プロパン燃焼式ガス漏れ検出器を使用するときは， 

つぎのことに注意すること。

-ガソリン等の可燃物がないかを確認する 

-冷媒の燃焼ガス（有毒）を吸わないこと。

(6) 漏れのある場合は増締めする。

0

^2.23 5 6 -271

整備

0X〇
ゲ̂—

ジ王チヱツク

5
〜
10
分
間
放
置

真
空
引
停
止

真
空
引
開
始

作
動
確
認

冷
媒
漏
れ
テ
ス
ト
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マニアルエアコン 冷媒封入

冷媒封入

⑴真空引き後，高，低圧バルブを閉じてから真空ポ 

ンプを外し冷媒缶を取付ける。（フロンー12使用）

⑵チャージホース内のエアを冷媒で押し出す。

⑶低压バルブを開いて冷媒を規定量封入する。

冷媒封入時間を短縮するには

①冷媒缶を温めるて封入する方法

40で以下のお湯の中に冷媒缶を入れ，冷媒缶を温め 

る0

注意

-低圧ノ、つレブが開いていることを確認してから，お湯 

に入れること。

- 40て以上のお湯には絶対に入れないこと。

，冷媒缶をさかさまにしないこと。

②コンブレッサを作動させて封入する方法

高圧バルブが閉じていることを確認し，エンジンを 

始動，八/〇スイッチを入れコンブレッサをまわす。

注意
暴 高压バルブは開かないこと 〇

高圧バルブを開くと，高圧ガスが逆流し，冷媒缶が 

破裂するので絶対に守ること。

-エンジン回転を1，500卬111以下にすること。

-冷媒缶をさかさまにしないこと。

冷媒缶をさかさまにすると冷媒液のままコンプレッ 

サに入り，液圧縮によりコンプレッサバルブ破損の 

原因となる。

^2.24 5 6-272

規定冷媒封入量
デーゼル機器

500 + 502
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マニアルエアコン 冷媒封入

サイドグラスによる冷媒封入状態の点検

サイドグラスの冷媒封入状態の点検は次のようにして確認する

⑴運転条件
癱 エンジン回転数 10501"口 111

窓 開
，ブロアスイッチ (最大)
着 内-外気切替えレバー……内気循環

馨温度コントロールレバ------フルクール

注意

ラジェータフアンが〇卩ドしている時に確認してください 0

サイトグラス

闩2,25 56 -042

点検項目、
封入量

サイト グラスの

状 態

高^低压側配管の
温 度

圧力 状態

適 量

ほとんど透明で，ェ 
ンジン回転を上げた 

り下げたりすると， 
時々気泡の出ること 

がある。

冷媒量不足

いつも気泡の流れる 
のが見える。白濁し 
ている。

冷媒がほとんどなレ

霧のようなものが流 
れている。

冷媒封入量が多し

気泡がまったく見え 
ない。

高圧側配管は熱く， 
低圧側配管は冷たい。 
温度差がはっきりあ 
る。

高圧側配管は温かく， 
低圧側配管はやや冷 
たい。温度差があま 
りない0

高圧側配管，低圧側 
配管にほとんど温度 
差が感じられない。

高圧側配管は熱く， 
低圧配管はやや温か 
いが温度差はある。

圧力正常。 高低圧側ともやや低い。 高圧側が異常に低V 高低田とも異常に高い。
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マニアルエアコンーィリブドべルト

(3) Vリブトベルト（ヂーゼル機器製） 

-------- 脱着#点検----------------------------------

く取外し:車）

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) オルタネータの取付ボルトをゆるめる。

(3) ベルトを取外す。

(80車）

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

(2)アイドラプーリのロックナットをゆるめる。

⑶アイドラプーリのベルト調整ボルトをまわし，ベ 

ルトを取外す。

オルタネータ

「12.27 5 6-232

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

NA車はオルタネータでベルトの張り調整するので， 

オルタネータを破損させないように下図のようにバ

一を入れ作業を行う。

く点検〉

^ベルトに亀裂.損傷のある場合は交換する。

-調整ボルトにて基準値内にベルト張り調整をする。

エンジンを5分間ならし運転後にテンションゲージ 

で測定する。また，テンションゲージがない場合は 

テンションゲージ位置を101^の力で押し，たわみ量

を測定する。

、基準値
項目

基準たわみ量 テンションゲージ^直

新品 継続 新品 継続

難車
5〜

6 111瓜
6〜 

7吆
70 土 

10呔
50 土 

5吆

30車
4 ^—

5丽
5〜

6 111111
70 土
5は

50 土
5 ^

㈧八車 50車

ド16.29 5 6 -234
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マニアルエアコン コンプレッサ

(4)コンブレッサ

-------- 脱着-----------------------------------------------------------

く取外し〉…⑽八車）

(1)オイルリターン運転を行う。

① 車両のドアをすべて開く。

② エンジンを800印！！!〜1，000て口111回転にする。

③ ブロアモータを最高回転「3」にセットする。

④ エアコンスイッチをにし約20分間運転す 

る。

コントロールパネル

(2) エアコンスイッチを〇ドドし，エンジンを停止す 

る。

(3) ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

(4) バッテリ㊀端子を外す。

(5) 高.低圧ホースをコンブレッサから取外す。

高.低圧ホースおよびコンブレッサの配管接続部に， 

ゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに盲栓ま

たはビニールテープなどで封をする。

⑹コンプレッサ.ハーネスを車両ハーネスから外す。

ハーネス

コンブレッサ
「|2,32 5 6-237

⑺ベルトを外し，コンブレッサをブラケットから取 

外す。

く取付け〉

① 取外しの逆手順にて行う。

② コンプレッサを交換する場合は，コンプレッサ 

のオイル量を調整する。

③ 高.低圧ホースの〇リングは新品と交換し，コン 

プレッサオイルを塗布すること。

④ ベルト調整を行う。〈Vリブドベルト項参照）
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マニアルエアコン--------コンブレッサ

締付トルク

く⑸八車〉

コンプレッサ

オルタネータ

丁 3.3 土 1.01^ -111

コンプレ

ド16.33

丁 + 3.3 土 1.01^-111

丁 3.3 土 1.01^ -111

3.3±1，0^-111

く 5。車〉
コンブレッサ

丁 0.0 土 1.01

オルタネータ

丁 3.3土 1.01^-111

3.3 + 1.0^-111

アイドラプーリ

T 3,3±1，0は-：〇1

丁 V 3,3 土 1, 〇ね-111

コンブレッサブラケット

「も34
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マニアルエアコン コンデンサ

(5)コンデンサ

——脱着^点検

く取外し〉

(1) ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

(2) バッテリ㊀端子を外す。

(3) 車両をリフトで上げる。

(4) コンデンサフアンハーネスおよび圧カスイッ 

チハーネスを外す。
\ (一一二^圧カスイッチハーネス

⑹レシーバドライヤの高圧パイプを取外す。

高压パイプ，高压ホースおよびコンデンサの配管接

続部にゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに 

盲栓またはビニールテープなどで封をする。

204

⑺コンデンサをブラケットから取外す。

この時，レシーバドライヤも一緒に外す。

〈取付け〉
(1)取外しの逆手順で行う。

⑵高压パイプ，高圧ホースの0リングを新品と交換 

し，コンブレッサオイルを塗布すること。

く点検〉
コンデンサフアンにつぶれ等がないか点検する。

，つぶれがあった場合は，先細ペンチ，小さい（一〉ド 

ライバ等で修正する。

審ゴミ，泥等が付着している場合は，圧縮空気または 

きれいな水で洗浄する。なおワイヤブラシは絶対に 

使用しないこと。

フアンシュラウド

ド吃.33 5 6-231



マニアルエアコン レシーバドライヤ，クーリングユニット

(6)レシーバドライヤ

脱着

く取外し〉

⑴ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

⑵バッテリ㊀端子を外す。

(3) 車両ハーネスを厓カスイッチから外す。

(4) レシーバドライヤの出入ロパイプを外す。

注意

高圧パイプおよびレシーバドライヤの配管接続部 

にゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに盲栓 

またはビニールテープなどで封をする。

高圧パイブ

5 6 一242

⑸レシーバドライヤブラケットの取付けボルトを 

ゆるめ，レシーバドライヤをコンデンサから取外

す0

レシーバドライヤ

ド12.41 

く取付け〉
取外しの逆手順で行う

5 6 -243

〇

IV！ 6ボルト：丁 0.55 土 0.11

高圧パイプの〇リングは新品と交換し，コンブレッサ 

オイルを塗布すること。

⑺クーリングユニット

脱着

く取外し〉

(1)ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

⑵バッテリ㊀端子を外す。

⑶車室内部品を取外す。

ポケット
グローブボックスリッド

「12.42

-パイプカバ

5 6 -244

パイプカバー

ド16.43 36 一 245
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マニアルェアコン クーリングユニット

⑷エバポレータケースのハーネスコネクターを外 

し，さらにハーネス接続を外す。

ハーネスコネクタ

ド1る44 5 6-247

⑸高圧パイプ，低压パイプ，ドレーンホースを取外

す。

^配管を取外すときは必ずダブルスパナを使用し，エ 

バポレータハ。イプが変形しないようにする。

，高压パイプ，低圧パイプおよびクーリングユニット 

の配管接続部にゴミ，ホコリ，水分が入らないよう 

に直ちに盲栓またはビニールテープなどで封をす 

る。

「12.45 5 6 448

(6)インテークケーブルおよびシャッタボックスを取 

外す。

⑺クーリングユニットを取外す。

ケーブル

^6.46 5 6-243

く取付け〉
取り外しの逆手順で行う。

# IV！ 6ボルト：1X1 0.55 土 0.11^ -111

-高圧パイプと低圧パイプの〇リングは新品と交換し， 

コンブレッサオイルを塗布し，ダブルスパナで締 

付ける。

高圧パイプナット:閉1.5土0.51^-111 

低圧パイプナット:阳3.0土0.51^-111 

-各シール部は風漏れないように取付ける。

-グロメットの内外周にはシーリング材を塗布するこ 

と。

#ドレンホースは精確に通すこと。
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マニアルエアコン------- クーリングユニット

分解.組立て 

く分解〉

(1)サーミスタを取りはずす。

⑵クランプ（ 6箇所）をはずしアッパケースとロアケースに分離する 

⑶高圧パイプおよびエキスパンシヨンバルブを取外す。

く組立て〉
⑴エキスパンシヨンバルブをエバポレータに取付ける。

⑵パイプをエキスパンシヨンバルブに取付ける。

，0リングを新品と交換し，コンプレッサオイルを塗布する。

-エキスパンシヨンバルブの感温筒を低圧パイプに確実に固定する。

⑶エキスパンシヨンバルブの感温筒にシールを巻付け断熱をする 

⑷サーミスタを所定の位置に取付ける。
〇

アツパケース

1

丁丨.5±0.5は-⑺

ぬ
III

エキスパッシヨ 
バルブ

§11?!

运さがさ1111
5む

フイン7列到

画画

サーミスタ取付位置

クリツプ

^ X バポレータ
サーミスタ

ロアケース

2,0 ±0.51(2 -

厂セ. 47 38 -250
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マニアルエアコン------- 圧カスイッチ，八/〇コントロールユニット，リレー

(8)圧カスイッチ (9)八/〇コントロールユニット，リレー

脱羞

く取外し〉

(1)バッテリ㊀端子を外す。

⑵ゲージマニホールドをセットし，徐々に冷媒を抜 

<0

(3)圧カスイッチはレシーバドライヤの上部に取付 

けられているため，レシーハ。ドライヤを外す。

注意

高压パイプとレシーバドライヤの配管接続部に，ゴ 

ミ，ホコリ，水分等が入らないように直ちに盲栓ま 

たはビニールテープなどで封をする。

高圧パイプ

闩氐48 3 6-251

⑷压カスイッチをレシーバドライヤから取外す。

レシ—バドライヤ

5 6-252

く取付け〉

取外しの逆手順で行う 〇

0リングを新品と交換しコンプレッサオイルを塗布

すること 0

压カスイッチ：丁1，3±0,31^-111

高压パイプ：丁1.5土0.51^-111

一脱着-

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

(2)ポケット，グローブ，ボックスリッドを取外す。

ド12.50

⑶コントロールユニットアセンブリをフロント 

パネルフレームから外す。

⑷八/〇コントロールュニット，リレーからハーネ

スを外す。
コントロールユニットアセンブリ

ド12.51 5 6 -254

⑸八/〇コントロールユニットアセンブリのブラ 

ケットから八/〇コントロールユニット及びリレー

を取外す。

取外しの逆手順で行う。
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マニアルエアコン--------マイクロスイッチ，八/〇スイッチ

⑽マイクロスイッチ (11)八/〇スイッチ

脱着

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

(2)ポヶットグローブボックスリッドを取外す。

ボケット

破

〇

X
グローブボックスリッド

ドは.53 56 -204

(3) マイクロスイッチハーネスをエアコンハーネスか

ら外す。

(4) マイクロスイツチをヒータユニットから取外す。

マイクロスイツチ

、篆

-1 \ V；

77/

ドは.54

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

5 6-257

取付け後，コントロールパネルの吹き出し口切替え

レバーを動かした時，下記表の位置でモードスイ 

チが〇凡〇卩ドすることを確認する。

フ

モード位置 ベント バイレベル ロア デフ/ロア デフ

マイクロスイ
ッチの接点

霉

—脱着-----------------------------------------------

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

⑵ポケットグローブボックスリッドを取外す。

ボケツト

闩も55

(3)八/〇スイッチハーネスとエアコンハーネスか

ら外す。

(4)八/〇スイッチハーネスのクリップを外す。，

⑸八/〇スイッチをヒータコントロールパネル側 

から抜き出す。

^2.56 36 -259

く取付け〉
取外しの逆手順で行う
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マニアルエアコン レジスタ，アイドルアップ装置（円¢0)

(12)レジスタ

——脱着一

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

(2) レジスタハーネスをエアコンハーネスから外す。

(3) レジスタをヒータユニットから取外す。

く取付け〉
取外しの逆手順で行う。

① 温度コントロールケーブルレバーの凹部にレジス 

夕のピンを入れ，レジスタを取付ける。

② 温度コントロールレバーを動かした時，レジスタ 

のピンが移動すること。

(13)アイドルアップ装置（円00)

——脱着.点検--------------------

〔1〕アクチュエータ…（NA車）

く取外し〉
⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵アクチュエータのバキュームホースを外す。

(3)アクチュエータをエンジンマンホールから外す。

⑴バキュームホースを接続し，バキュームをかけ， 

ロッドがストロークするか点検する。

(2)バキュームをとめ，漏れを点検する。

アクチユエータ

「15.53 5 6 -262

く取付け〉
取外しの逆の手順で行う
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マニアルエアコン——アイドルアップ装置⑺〇〇)

脱着，点検

〔2〕ソレノイドバルブ

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵ソレノイドバルブをクロスメンバから外す。 

(3)ハーネスおよびパキュームホースを外す。

ソレノイドバルブ ハーネス

「1も60 56 -263

く点検〉
⑴ソレノイドバルブの端子に12又通電し，バルブの

開，閉を点検する。

ド12.81 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

注意

バキュームホース接続時，ソレノイドバルブの]VI刻 

印をバキューム取出口（コネクタ側)へ，？刻印をア 

クチュエータ側にそれぞれ接続する。

(30車）

く取外し〉

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) エアバルブのハーネスコネクタを外す。

(3) エアバルブを取外す。

ソレノイドバルブ

「12.82 56 -265

く取付け〉
取外しの逆手順で行う

く取付け〉
取外しの逆手順で行う

く点検〉
(1) エアバルブの端子に12ゾ通電し，バルブの開閉を

点検する。

(2) エアホースの亀裂，損傷を点検する。

「18.63 5 8 -287
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マニアルエアコン アイドルアップ装置

一調整 

く⑽車〉

エアコン作動時，エンジンアイドル回転数が規定の 

回転数になるようにアクチュエータのスクリュで調 

整する。

アクチユエータ

厂1る64 5 6 -269

左回転—ェンジン回転数(減）

右回転—ェンジン回転数(増）

通常アイドル回転数 ド100作動時の回転数

80011)111 105011)111

注意

回転数調整後，エアコンスイッチを〇ド孖した時通常 

アイドル回転数に円滑に戻ることを確認する。

<5(：車〉

エアコン作動時，エンジンアイドル回転数が規定回 

転数になるようにエアバルブのスクリュで調整する。

左回転—エンジン回転数(増) 

右回転—ェンジン回転数(減)

通常アイドル回転数 ド1(30作動時の回転数

80011)111 95011)111
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マニアルエアコン——配管部の締付トルク

04)配管部の締付トルク
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マニアルエアコン——冷凍サイクルの整備上の注意事項

整備要領(カルソニック製）（1)冷凍サイクル整備上の注意事項

般整備

效車両から取り外したクリップ，スクリュー等は復 

元作業時，間違えないように部品ごとに区別してお 

くこと。

※取り付け後の車両全体の点検は必ず行うこと。

⑴脱着作業は必ずバッテリ㊀端子を外して行う。

⑵配管直前まで盲プレート（キャップ)は外さないこ 

と。

1)コンブレッサはぶつけたり，落としたり逆さに

しないよう十分気をつけること 〇

(ハーネスをもたない），（コンブレッサを逆さにしない）
「1も67

く取り付け時の注意事項〉
(1)固定されていないエアコン部品と車両部品との間

隔は下記寸法を確保しておくこと。

1) エアコン部品と振動系が異なる車両部品との間 

隔は，原則として25腿以上確保0

2) エアコン部品と排気管との間隔は原則として25 

111111以上，特に通気の悪い所では4010111以上確保0

3) エアコン部品と上記以外の車両部品との間隔は 

原則として20111111以上確保。

⑹ホース，パイプ

1) ホースおよびパイプの0リングシート部（フレ 

アシート部）は傷が付きやすいので取り扱いには 

十分気をつけること。

2) パイプ，ホースの接続は必ずダブルスパナ(締付 

け側にはトルクレンチを使用）で行い，一方を確 

実に固定し9トルクレンチ側で締め付けること0 

スパナ1本では無理な力が加わり，パイプが曲が

^6.68

〇 たりねじれたりする

3) 〇リングは一度使用すると変形および老化が生 

じるため，再使用はしないこと。

4) 配管接続時には次の事項に注意すること。

① 接続時の接合面にコンブレッサオイルを塗 

布すること。

コンプレッサオイルの塗布範囲は図の通り 

である。

なお，ナット，ユニオンのネジ部にはコンプ 

レッサオイルを塗布しないこと。

② ホース，パイプの配管接続時，〇リングがイン 

フレート部に密着していることを確認すること。

鲁コンブレッサオイルの塗布

この範囲に全周塗布する
ユ

〇リング

チューブ配管用 コンブレッサコンデンサー用

^配管接統時の〇リング位置

〇
任

X
細

X

闩2.69
11

床.14： 0
〇リング インフレート部

③ナット，ユニオンは相手側の根元まで確実に 

はめ込み，手でナットが回らなくなるまで締め 

付けること。

次にダブルスパナを使用し，規定のトルク 

で締め付けること。過大トルクで締め付けると， 

ホース，ハ。イプの再使用ができなくなるばかり 

でなく，ガス漏れの原因になることがある。

鲁 配管接統の手順
ユニオン ナツ

破損

厂12.70 チューブ先端のかじり
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マニアルエアコン——冷凍サイクルの整備上の注意事項

ーコンブレッサオイルの抜取り，補給——

冷凍サイクル部品を交換する際には，オイルの補充 

や抜き取りを行って，サイクル内のオイル量を適正 

に保つことが大切である。以下にコンブレッサから

のオイル抜き取り量と各部品別のオイル補充量を示

す

コンプレッサを交換するときは冷媒と一緒にサイク 

ル内に回っているコンプレッサオイルを回収する 

ためオイルリターン運転を行う。

オイルリターン運転

次の条件にて行う。

エンジン回転数：アイドリング〜1200卬111 

ブロアファン：只1

窓 ：全開

運転時間：10〜20分

オイルが多量に洩れている場合は，オイルリターン 

運転を行わないこと。

く部品を交換した場合，下記量を補充する。〉

区 分
オイル補充量

方 法
(〇〇) 比率(注1)

新品のエバボレータ 
と交換

45〜75 30% コンブレッサ型式により下図 
の要領で行なう

新品のコンデンサと 
の交換 30〜50 20% 7；

新品リキッドタンク 
との交換

15〜22。匸 10% 7；

冷媒洩れの場合

30〜50 —

多量のオイルが浅れた形跡が 
ある場合(注2)

— —

オイルの洩れた形跡がほとん 
どない場合は補充の必要なし

注1全オイル量に対する場合 
注2可溶栓

オイルリターンに 
よるオイル回収量

新品コンプレッサからのオイル抜取童 
(コンブレッサには、15000注入済）.

5000以上 15000 ―回収量 一3000

50沈以下 80 〇〇

くコンブレッサオイル補給要領〉

(1)補給するオイル量をメスシリンダで計る 

⑵コンプレッサの配管接続部より注入する

^8.72
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マニアルエアコン------- 冷凍サイクルの整備上の注意事項

—冷媒の取扱い--------------------------------------------

⑴冷媒の取扱いは換気の良い所で行い，液冷媒が直 

接皮膚に掛からないようにし，保護メガネおよび手 

袋を使用して取扱うこと。

ド12.73

⑵冷媒缶の取扱い

-冷媒缶の雰囲気温度を40で以上にしないこと。

參冷媒缶をラジェータやェンジンの上に置かないこと。 

-冷媒缶を強く振ったり，衝撃をあたえないこと。 

(冷媒缶に記載されている注意，使用方法を守るこ 

と。)

⑶冷媒漏れ点検をハライドトーチ式リークデテクタ 

で行う場合，炎に冷媒が直接触れると，有毒ガスを 

生成するので，出てくるガスに注意すること。

冷媒漏れ点検を行う場合，下図の電気式リークデ 

テクタを推奨する。
ガスリークデテクタ

——冷媒の抜きかた-----------------------------------------

(1)チャージングバルブにゲージマニホールドを取

付ける。

⑵商压側と低压側压力がほぼ同一になったら，低圧 

側から徐々に冷媒を抜く。

注意

-一気に冷媒抜きを行うと冷媒と一緒にコンブレッサ 

オイルが吹き出すので，時間をかけて徐々に抜く。 

冷媒を抜いた後は，コンプレッサを作動しないこと。
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5〜10分放置 〇沁

厂

10分間放置 〇沁 へ

八

N0

冷媒充塡

し

真空引き
令

N6

作業手順

，ゲージマニホールド低圧，高圧バルブ及び真空ポンプ 

用バルブよ開き，真空ポンプを作動させる。

，サイクル内の真空度を安定させるために5分以上の真空 

引きを行い低圧ゲージが 一740〜一 760丽N2に達したら，

低圧，高茁バルブを閉じて真空ポンプを停止する。

〔気密点検〕
づ氐高压バルブを閉じた状態で，5〜10分間程度放置する。

低压ゲージが0方向に戻らないことを確認する。

低田ゲージが戻った場合，冷凍サイクルの気密が十分でないの 

で，整備を行なう。

〔20分以上の真空引き〕

気密点検で異常がない場合，再度 ”5分以上の真空引き〃の要領で，20分以上の真空引きを行なう 

(サイクル内の水分を十分に除去するため）

終了後，ゲージマニホールドの高，低圧及び真空ポンプのバルブを閉じる。

翁

擧

〔5分以上の真空引き〕

整備

N0

マニアルエアコン V令媒封入

⑵冷媒封入（カルソニック製)

真空引き要領

エアコンシステム内のエアおよび水分を排除するため冷媒封入前に必ず真空引きを行う 〇

冷媒充壤

〔整備〕

気密点検で異常があった場合，主に下記の部位 

からの冷媒洩れが考えられるので該当部位の整 

傭を行う0

配管の接続部からの洩れ ゲージマニホールド関係の洩れ

- “0” リングの汚れ，傷，変形 
-配管接続時のオイル塗布忘れ 
-配管接続時の締めすぎ，

または締め不足

^ホースの不良 
-ゲージの取付け不良 
-バルブの不良 
-パッキン類の不良

真
空
引
き 

5
分
以
上

気
密
点
検

気
密
点
検

真
空
引
き 

20
分
以
上

真
空
引
き 

20
分
以
上
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マニアルエアコン--------冷媒封入

く作業手順〉

冷媒洩れ点検
斗

N0

0^
ハ

冷媒洩れ点検要領

5分以上のコンブレッサ作動（慣熱運転）
，冷媒洩れを発見し易くするため，フルコールド，最大風量の状態で5分間以上コンブレッサを作動させ，サ 

イクル内の冷媒を循環させる。

く高圧部品からの冷媒洩れ点検〉
^エンジン停止後ガスリークデテクタにより，ただちに高圧 

側部品から冷媒洩れの点検を行う。

これは，冷媒の循環が停止すると右図に示すように，高圧 

側の圧力は徐々に下がり，低圧側の圧力は徐々に上がるた 

めで，圧力が高い方が冷媒洩れを正確に発見できるからで 

ある。

コンブレッサー停止時の冷凍サイクル内 
圧力変化

く点検手順〉 
高圧側

甘ぐ由ム47格

厂
！

1
1

1
:^

1
11

丨丨媒
1
1
！----------

丨充

1

1----------
1
11

丨塡
1

I
1

11—一一一一
1

令 如
レシーノくドライヤ 
の出入口

クリーニング 
ユニットの入口

低圧側
コンブレッサ 
の吸入部

(スリークデテクタ

如
クリーニング
ユニットの出口

注意

冷媒洩れの誤認を防ぐため，車両の周辺に冷媒や 

タバコの煙が漂っていないことを確認する。また， 

洩れた冷媒が風で飛ばされないよう風のない場所 

で行なうこと。

^12.76 配管接続部へ
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マニアルエアコン——冷媒封入

I：ンジン停止)

作

〇ド丨動

〆エンジン回転、 
、丨500「口⑴以下ノ

確

認

N0

「------------ 1
|真

|空

|引

丨ぎ

〔低圧側より約半缶の冷媒充塡〕

この作業は，冷媒の洩れ点検及びコンブレッサを保護するために行なうものである。

籲チャージバルブのハンドルを操作し，サービス缶に穴を開け，ゲージマニホールドに冷媒を流す。

，ゲージマニホールドの低圧バルブを開け，低圧側から冷媒を充填する。

っ約半缶(2002程度）を充塡し，低压バルブを閉じる。

カルソニック

規定冷媒封入量 -------------------------
550 土

(1) エンジン停止状態で行なうこと。これは，コンブレッサオイルが冷媒により循環するので，冷媒がない場合 

オイルがコンプレッサに戻らず吐出し続け，コンプレッサが焼付くからである。

(2) サービス缶を逆さまにしたり，振ったりすると冷媒が液状で充塡されてしまい，コンブレッサが液状冷媒を 

吸い込み破損の原因になるので絶対に行なわない

〔低圧側より規定量の冷媒充填〕

睾エンジンを始動し，コンブレッサを作動させる。

-ゲージマニホールドの低圧バルブを開き低圧側から規定量の冷媒を充塡する。

1ゲージマニホールドは，

高圧侧ゲージ 14〜181^/01111 ,
\を指ボする。

低圧側ゲージ 1。5〜3 ^0111)

冷媒封入

く作業手順〉

斗
冷媒充塡

令

予冷 

備媒 

点浅 

検れ

整備

冷媒澳れ点検
|I

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

..1

低
圧
側
よ
り
半
& 

冷
媒
充
塡

低
圧
側
ょ
り
規
定
量 

冷媒
充塡

コンプレッサを作動した状態で高圧側から冷媒充塡をすると，コンブレッサの作動により高压側圧力がサービ 

ス缶より高くなるのですぐに充塡できなくなる。その上，高圧側配管の圧力は冷媒の充填と共に高くなり，サ 

ービス缶の压力が上昇してサービス缶が破裂する場合があるりで絶対に行なわないこと。
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マニアルエアコン——冷媒封入

冷媒充塡量の確認

冷媒量の点検は冷媒の充塡重量とサイトグラスから目視で判断する。

サイクル運転中の冷媒の流れ具合，および高低圧連成計の指示圧をみて次のように判断する。ただし，以下の 

条件下で行うこと。

条件
籲 ドア

窓ガラス
籲

鲁

9

インテーク

全閉 

全閉 

リサーク

モード.

フアン，

テンプ

ベン

エアコン

...........................3 (最大）

紅^〆)サークエアーの温度、
......................................................................................仕思Iが30〜35でになるようにノ
スイッチ…0N サイトグラス

鲁 ンジン回転 1500 土 10011)111
「哆77

ラジエタファンかて)ド孖している時に確認してください。

封入量

高低圧パイプの 
温度

適 里

高圧側は熱く低圧側
は冷たい

冷媒量不足

高圧側は温かく低圧 
側はやや冷たい

冷媒がほとんどない

高低圧パイプの温度 
差はほとんど感じら 
れない

冷媒封入量が多い

高圧側が異常に熱く 
なる

サイトグラスから 
見える冷媒の流れ 
具合

ほとんど透明 
エンジン回転を上げ 
たり下げたりすると， 
時々気泡の出るとき 
がある

いつも気泡の流れる 
のが見える白濁して
いる

何も見えなレ 過充塡の場合は気泡 
は見られない空気が 
混入している場合は 
大きめの気泡が見え 
る

圧力状態 通常正常高圧は 
14 — 18^/011？

低圧は
1.5〜3

高低圧ともやや
低い

高圧が異常に低い 高低压とも異常に
尚い

処 置 注：レシーバドライ 
ヤのストレーナがつ 

まった場合やエクス
パンションバルブの

開き過ぎの場合も気 
泡が発生することが 
ある

冷媒洩れ点検後 

補充

総合的に点検する。 コンブレッサを止 
めて冷媒を適量まで 
ぬく。または，真空 
引き及び冷媒の充塡 
を行う

注意：サイトグラスの粟の状態および吸入，吐出圧力は，外気温度，コンデンサ前面温度，風速，天候等により 

影響される。
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マニアルエアコン Vリブドべル

⑶ソリブドベルト（カルソニック製)

—脱着，点検

く取外し〉…⑽八車）

(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) オルタネータの取付ボルトをゆるめる 

⑶ベルトを取外す。

コンブレッサ

5ル

ボル

オルタネータ

「12.78

(30車）

⑴バッテリ㊀端子を取外す

5 6 -230,

〇

(2) アイドラプーリのロックナットをゆるめる。

(3) アイドラプーリのベルト調整ボルトをまわし，ベ 

ルトを取外す。

オルタネータ ベルト コンプレッサ

闩2.79 5 6 -232,

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

注意

NA車はオルタネータでベルトの張り調整するので， 

オルタネータを破損させないように下図のようにバ 

一を人れ作業を行う。

オルタネータ

ノゞ一^ コンプレッサ

ド12.80 3 6 -233

く点検〉

-ベルトに亀裂.損傷のある場合は交換する。

-調整ボルトにい一て基準値内にベルト張り調整する

ンを5分間ならし運転後にテンションゲージ 

で測定する。また，テンションゲージが無い場合は 

テンションゲージ位置を10はの力で押し，たわみ量 

を測定する。

基準値
項目

基準たわみ量 テンションゲージ値‘

新品 継続 新品 継続

⑽車 5〜
6醒

6 ~
7 111111

70 土 
胸

50 土
5は

%車
4

5 111111
5〜
6咖

70 土
5は

50 土
5 ^

似車 5〇車

「は.81 56 -234

221



(4)コンブレッサ

——脱着---------

マニアルエアコン コンブレッサ

く取外い…⑶八車）

⑴オイルリターン運転を行う。

① 車両のドアをすべて開く。

② エンジンを800113111〜1，0001^111回転にする。

③ ブロアモータを最高回転〔3〕にセットする。

④エアコンスイッチを〇]^にし約20分間運転す 

る。

コントロールパネル

(2)エアコンスイッチを〇ド卩し，エンジンを停止す 

る。

⑶ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 
<0

⑷バッテリ㊀端子を外す。

⑸高，低庄ホースをコンブレッサから取外す。

注意
高.低压ホースおよびコンプレッサの配管接続部に， 

ゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに盲栓ま 

たはビニールテープなどで封をする。

222

⑹コンプレッサハーネスを車両ハーネスから外す。

ハーネス

巨.84 5 6-237

⑺ベルトを外し，コンプレッサをブラケットから取

外す。

く取付け〉
① 取外しの逆手順にて行う。

② コンプレッサを交換する場合は，コンプレッサ 

のオイル童を調整する。

③ 高.低圧ホースの0リングは新品と交換し，コン 

プレッサオイルを塗布すること。

④ ベルト調整を行う。〈Vリブドベルト項參照）



マニアルエアコン'——コンブレッサ

く问八車〉

ド12.85

く 5。車〉 .3土 I，0咕-⑺

3,3±1，0^アイドラプーリ

「12.86
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マニアルエアコン--------コンデンサ

(5)コンデンサ

脱着，点検

く取外し〉

⑴ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

⑵バッテリ㊀端子を外す。

⑶車両をリフトで上げる。

(4)コンデンサフアンハーネスおよび圧カスイッチ 

ハーネスを外す。

「12.87

(5)高圧ホースを取外す。

56 -238

5 6 -239ドセ.88

⑹レシーバドライヤの高圧パイプで取外す。

高圧パイプ，高圧ホースおよびコンデンサの配管接 

続部にゴミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに

盲栓またはビニールテープなどで封をする。‘

高圧パイプ

レシーバドライヤ

ド；も89 56 -240

⑺コンデンサをブラヶットから取外す。

この時，レシーバドライヤも一緒に外す。

レシーバドライヤ

ンデンサ

5 6,241ド18.90 

く取付け〉
⑴取外しの逆手順で行う。

⑵高圧パイプ，高圧ホースの〇リングを新品と交換 

し，コンブレッサオイルを塗布すること。

く点検〉
コンデンサファンにつぶれ等がないか点検する0 

，つぶれがあった場合は，先細ペンチ，小さい（一）ド 

ライバ等で修正する。

翁ゴミ，泥等が付着している場合は，压縮空気または 

きれいな水で洗浄する。なおワイヤブラシは絶対に

使用しないこと

ファンモータ

フアンシュラウド

厂12.91

フアン

コンデンサ
ハーネス

保護ネッ

5 6-231
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マニアルエアコン レシーバドライヤ，クーリングユニット

(6)レシーバドライヤ

脱着

く取外し〉

(1)ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜

く。

⑵バッテリ㊀端子を外す。

(3)車両ハーネスを圧カスイッチから外す。

⑷レシーバドライヤの出入ロパイプを外す。

注意

高圧パイプおよびレシーバドライヤの配管接続部 

にゴミ，ホース，水分が入らないように直ちに盲栓 

またはビニールテープなどで封をする。

高圧パイプ

レシーバドライヤ

厂12.92

⑸レシーノゞドライヤブラケットの取付けボルトを 

ゆるめ，レシーバドライヤをコンデンサから取外

す。

レシーバドライヤ

ド；‘93 

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

6ボルト：丁 0.55 土 0.11111

-高压パイプの〇リングは新品と交換し，コンブレッサ 

オイルを塗布すること。

(7)クーリングユ ヅ

脱着

く取外し〉

(1)ゲージマニホールドをセットし，冷媒を徐々に抜 

<0

⑵バッテリ㊀端子を外す。

⑶車室内部品を取外す。

-ポケット

「1艮94

，パイプカバ

5 6 -244

パイプカバー

闩氐95 56 -245
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マニアルエアコン クーリングユニット

(4)エバポレータケースのハーネスコネクターを外 

し，さらにハーネス接続を外す。

ハーネスコネクタ

厂12.96 5 6 -247

(5)高圧パイプ，低圧パイプ，ドレーンホースを取外 

す。

參 配管を取外すときは必ずダブルスパナを使用し，エ 

バポレータハ。イプが変形しないようにする。

高圧パイプ，低压パイプおよびクーリングユニット 

の配管接続部にゴミ，ホコリ，水分が入らないよう 

に直ちに盲栓またほビニールテープなどで封をす 

る。

低圧パイプ 高圧パイプ

ド18,37 56 -248

(6)インテークケーブルおよびシャッタボックスを取

外す，

ケーブル

シャツタボックス

「は.38 

く取付け〉
(7)クーリングユニットを取外す。

く取付け〉

5 6 -249

取り外しの逆手順で行う 〇

IV！ 6ボルト：1" >0.55土().11^-111

%

高圧パイプと低圧パイプの〇リングは新品と交換し， 

コンプレッサオイルを塗布し，ダブルスパナで締 

付ける。

尚圧パイプナット：1X11，5±0,5故-]!!

低圧パイフナット：3.0土(). 5は-111 

各シール部は風漏れないように取付ける。

グロメットの内外周にはシーリング材を塗布するこ

と 0

#ドレンホースは正確に通すこと 〇
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マニアルエアコン-------- ク—リングユニット

分解.組立（ 一 --------- 胃 I I - — 1( I国

く分解〉

⑴サーミスタを取りはずす。

⑵クランプ（5箇所）をはずし，アッパーケースとロアケースに分離する。

⑶高圧パイプおよびエキスパンシヨンバルブを取外す。

く組立て〉

(1)エキスパンシヨンバルブをエバポレータに取付ける。

⑵パイプをエキスパンシヨンバルブに取付ける。

㈣運#編

-0リングを新品と交換し，コンブレッサオイルを塗布する。 ，

-エキスパンシヨンバルブの感温筒を低圧パイプに確実に固定する。

⑶エキスパンシヨンバルブの感温筒にシールを卷付け断熱をする。

⑷エキスバンションバルブの外部均圧管

を低圧パイプに確実に取付ける。

⑸サーミスタを所定の位置に取付ける。 〇アケース
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マニアルエアコン------- 圧カスイツチ，八/〇コントロールユニット，リレー

⑻圧カスイッチ

脱着 春

く取外し〉

⑴バツテリ㊀端子を外す0

⑵ゲージマニホールドをセットし，徐々に冷媒を抜 
<0

(3)圧カスイッチはレシーバドライヤの上部に取付 

けられているため，レシーバドライヤを外す。

注意

高圧パイプとレシーバドライヤの配管技部に，ゴ 

ミ，ホコリ，水分が入らないように直ちに盲栓また 

はビ；ールテープなどで封をする。

レシーバドライヤ

コンデンサ

コンブレッサブラケット
闩2.100 5 6 -251

〇⑷压カスイッチをレシーバドライヤから取外す

圧カスイツチ

レシーバドライヤ

5 6 -252ド16.101 

く取付け〉
取外しの逆手順で行う。

鲁リングを新品と交換しコンブレッサオイルを塗布 

すること。

压カスイッチ：丁1.3 士 0.31^-111

高圧パイプ：丁1，5±0,5吆-爪

(9)八/〇コントロールユニッ

脱着

リレ

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵ポケット，グローブ，ボックスリードを取外す,

ドセ.102 、：/グコースボックスリッド.

(3) コントロールユニットアセンブリをフロントパ 

ネルフレームから外す。

(4) 入/〇コントロールユニット，リレーからハーネ

スを外す。

八/〇
コントロールユニット

「吃.103

ハーネス

5 6 -254

⑸八/〇コントロールユニットアセンブリのブラ 

ケツトから八/〇コントロールユニットおよびリレ

一を取外す。

^^104

く取付け〉
取付けの逆手順で行う

5 6-255
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マニアルエアコン--------マイクロスイッチ，八/〇スイッチ

⑽マイクロスイッチ (11)八/〇スイッチ

—脱邊------------ ------------------------------------ —

〈取外い

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

(2)ポケットグローブボックスリッドを取外す。

(3) マイクロスイッチハーネスをェアコンハーネスか

ら外す。

(4) マイクロスイッチをヒータュニットから取外す。

マイクロスイッチ

取外しの逆手順で行う。

注意

取付け後，コントロールパネルの吹出口切替えレバ 

一を動かした時，下記表の位置でマイクロスイッチが 

〇乂 〇ド卩することを確認する。

モード位置 ベント バイレベル ロア デフ/ロア デフ

マイクロスイ

ッチの接点

毋
0^

脱着

く取外し〉

⑴バッテリ㊀端子を取外す。

(2)ポケットグローブボックスリッドを取外す。

(3)八/〇スイッチハーネスとエアコンハーネスか

ら外す。

⑷八/〇スイッチハーネスのクリップを外す。

⑸八/〇スイッチをヒータコントロールパネル側

から抜き出す。

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。
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マニアルエアコン レジスタ，アイドルアップ装置（円00)

(12)レジスタ

——脱着------------------------------------------------------------

く取外し〉
(1) バッテリ㊀端子を外す。

(2) レジスタハーネスをエアコンハーネスから外す。

(3) レジスタをヒータユニットから取外す。

ドセ.109 

く取付け〉
取外しの逆手順で行う。

① 温度コントロールケーブルレバーの凹部にレバ 

一のピンを入れ，レバーを取付ける。

② 温度コントロールレバーを動かした時，レバーの 

ピンが移動すること。

(13)アイドルアップ装置（円00)

——脱着.点検------------------------------------------------

〔1〕アクチュエータ…(1\1八車）

く取外し〉

(1) バッテリ㊀端子を取外す。

(2) アクチュエータのバキュームホースを外す。

(3) アクチュエータをエンジンマニホールドから外

す。

^2.110

く点検〉
⑴バキュームホースを接続し，ノくキュームをかけ， 

ロツドがストロークするか点検する。

(2)バキュームをとめ，漏れて点検する。

ド12.111 

く取付け〉
取外しの逆手順で行う
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マニアルエアコン——アイドルアップ装置（円〇〇)

脱着#点検

〔2〕ソレノイドバルブ

く取外し〉

⑴バルブ㊀端子を外す 〇

⑵ソレノイドバルブをクロスメンバから外す。

(3)ハーネスおよびバキュームホースを外す。

ソレノイドノ^レブ
ハーネス

「12.112

く点検〉
(1)ソレノイドバルブの端子に12又通電しバルブの

開，閉を点検する。

闩2.113

く取付け〉

取外しの逆手順で行う
注意

バキュームホース接続時，ソレノイドバルブの]VI刻 

印をバキューム取出口（コネクタ）側へ，？刻印をア 

クチュエータ側にそれぞれ接続する。

(30車）

く取外し〉
⑴バルブ㊀端子を外す 〇

⑵エアバルブのハーネスコネクタを外す0

⑶エアバルブを取外す 0
エアバルブ

ハ-ネス

闩2-114

く取付け〉

取外しの逆手順で行う

く点検〉
(1)エアバキュームの端子に12マ通電し，バキューム 

の開放を点検する。

⑵エアホースの通電，損傷を点検する。

エア出口

厂 12.115 エア入口
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マニアルエアコン アイドルアップ装置（「100)

調整

く祖車〉

エアコン作動時，エンジンアイドル回転数が規定の 

回転数になるようにアンテュエータのスクリュで調 

整する。

アクチユエータ 調整スクリ

「也116

左回転—エンジン回転数(減) 

右回転—エンジン回転数(増)

通常アイドル回転数 尸100作動時の回転数

800卬 111 105015)111

參

回転数調整後，エアコンスイッチを〇卩卩した時通常 

アイドル回転数に円滑に戻ることを確認する。

く80車〉

エアコン作動時，エンジンアイドル回転数が規定回 

転数になるようにエアバルブのスクリュで調整する。

アバルブ

調整スクリ

「は.117

左回転—エンジン回転数 

右回転—エンジン回転数

通常アイドル回転数 ド100作動時の回転数

800^111 9501^111
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マニアルエアコン——配管部の締付トルク

(14)配管部の締付トルク
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マニアルエアコンーー安全チェックリスト

国安全チエックリスト
~整備完了後、下記の部位を再度チェックする。（詳細はエアコン取付要領書を参照）— 

バなお、本頁をコピーして完成検査のチヱックリストとして使用して下さい。）

⑧…（デーゼル機器） ②……（共通）

春高圧ホースを床下から挿入し，キヤニスタの上側を ，低圧パイプ①はハンドブレーキケーブルの上側を

通し，コンブレッサに接続する。 通す。

低圧ホース. 高圧ホース キヤニスタ
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